
川崎市総合計画市民検討会議・第3回全体会「文化・スポーツ・都市イメージ」グループディスカッションまとめ
H27.3.1テーマ：「川崎の魅力をどう活かすか」

川崎の魅力を発信・ＰＲする川崎の魅力を発掘・活用する

民間との連携による情報発信の推進
情報発信については、キャッチコピーなどはプロが入らなければよいものはできない。民間のプロと連携

した情報発信を推進し、例えば観光であればツアーをモデル化・パッケージ化して売り込むことなどが考

えられる。 【民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

キーワード

川崎の魅力を活かした「キラキラ感」
ゆるキャラや著名人など、市のイメージキャラクターを発掘・活用してはどうか。さらに、シティカラーを今

の灰色から明るい色にイメージ転換したり、市のマークの民間活用を促進したりすることで、都市イメージ

の向上を図る。【民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］
音楽フェス、スポーツなどで、自然を活用したイベントを開催し、その中で子どもたちを巻き込んだ環境学

習を進めてはどうか。 【地域／民間／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

全体を通して、川崎に住みたくなるような地域イメージの確立が課題であり、「若者の夢」や「キラキラ感」

が感じられ、みんなが川崎に来たくなるようなイメージを持ってもらうことを目標にすべき。 【自分・家庭/
地域/民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

先端企業とのコラボレーションによる新たな魅力の創造
先端企業とコラボレーションしたり、大学と連携したりすることで、子どもが参加できるイベントを開催して

はどうか。【地域/民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

■ 「キラキラ感」
何が「キラキラ感」なのかは未だ明確ではない
が、「キラキラ感」のある魅力は重要である。

■ 「断トツ」
「断トツ」というのは、川崎においていろいろな
分野で活躍している人を活かしていくことであり、
他都市でも、あるいは海外でも、マネのできない
「断トツ」のものをつくるということは非常に大事
である。

■ 「ＰＲ力」 「受け取る力」
ＰＲ力は発信の側であるが、むしろ他の地域の
魅力なども受け取り、川崎の魅力として取り込ん
でいく力を持つことが重要。市としての「受け取
る力」のほか、市民としての「受け取る力」とも捉
えられ、汎用性のあるキーワードである。

■ 「コラボ」 「パッケージ」
行政、民間がやるべきことを区別なくつなげて
いき、あるいはパッケージ化することで、個々の
魅力が２倍、３倍になっていく発想は重要である。

情報を「伝える力」と「受け取る力」の向上促進
PR力を高め、伝える力を持つことが重要。PRする場合、グローバルに海外に対しては他都市と連携して

取り組む一方、国内に対しては他都市と差別化するなど、連携と差別化の両方が必要。またマスメディア

向けの取組や、PR戦略としてターゲット・コンテンツ・媒体という視点も重要。 【自分・家庭/地域/民間/行

政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ③］

市民が情報を受け取る力を持つことも重要で、その意識を育てるためにもマスメディアなどで川崎の魅力

を伝えていくことは有効。【自分・家庭/地域/民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ③］

海外や国内の他都市との差別化につなげるＰＲ力の向上
ホームステイ等の受け入れを促進したり、パラリンピックを契機に障害者・高齢者スポーツの振興やバリ

アフリー環境の整備を推進したりすることで、海外や他都市に川崎をアピールすることが重要。【自分・家

庭/地域/民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

スポーツや文化等さまざまな分野の全国大会を川崎に誘致して、全国から川崎に足を運んでもらうよう

にしてはどうか。【民間／行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①］

川崎の魅力について、それぞれのライフステージにおける魅力は何か、世界で戦えるレベルの魅力は何

か、といった観点で捉えなおすことが重要。 【自分・家庭/地域/民間/行政】 ［ｸﾞﾙｰﾌﾟ③］

企業の社会貢献による地域の人材育成の推進
企業の協力を得て、ＣＳＲ・社会貢献活動として、地域の次世代の人材育成を図っていくこともよい。 【地

域/民間/行政】 ［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

アマチュアの活動の活性化による文化・スポーツの振興
文化・スポーツでいろいろなスキルを持ったアマチュアの人の活動を活性化するために、市内の公共施

設を開放することも考えられる。また、企業にも協力してもらい、企業の施設や協賛を得ることも必要。

【自分・家庭/地域/民間/行政】［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］

既にある川崎の魅力のさらなる磨き上げ・活用
川崎に既にある資源・魅力を活かすことが重要で、例えば大学を含めた音楽、スポーツ、環境技術や産

業集積、エネルギーの取組への市民の積極性などがある。さらに魅力を高めるためには、健康プログラ

ムや美化の推進など、さまざまな改善点も考えられる。 【自分・家庭/地域/民間/行政】 ［ｸﾞﾙｰﾌﾟ③］

「断トツ」のイメージづくり
川崎のイメージを上げるためには、国内的にも、世界的にも、産業・研究開発、文化・スポーツの各分野

で、「断トツ」のものをつくり上げることが必要。各地域の資源・リソースや人材を活かして、今までの公害

のマイナスイメージを払しょくしながら、差別化を図っていくことが重要。 【自分・家庭/地域/民間/行政】［ｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ②］

研究開発の特区を集約化・代表化し、世界的にも注目されるようなテーマを発掘し、「川崎モデル」として

全国に先駆けてつくることで、注目を集めることができる。【民間/行政】 ［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②］
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第3回全体会における意見のまとめ

自分
家庭

地域 民間 行政

ゆるキャラや著名人など、市のイメージキャラクターを発掘・活用してはどうか。さらに、シティカラーを今の灰色か
ら明るい色にイメージ転換したり、市のマークの民間活用を促進したりすることで、都市イメージの向上を図る。

● ● 1

音楽フェス、スポーツなどで、自然を活用したイベントを開催し、その中で子どもたちを巻き込んだ環境学習を進め
てはどうか。

● ● ● 1

全体を通して、川崎に住みたくなるような地域イメージの確立が課題であり、「若者の夢」や「キラキラ感」が感じら
れ、みんなが川崎に来たくなるようなイメージを持ってもらうことを目標にすべき。

● ● ● ● 1

既にある川崎の魅力のさらなる磨き
上げ・活用

川崎に既にある資源・魅力を活かすことが重要で、例えば大学を含めた音楽、スポーツ、環境技術や産業集積、エ
ネルギーの取組への市民の積極性などがある。さらに魅力を高めるためには、健康プログラムや美化の推進な
ど、さまざまな改善点も考えられる。

● ● ● ● 3

先端企業とのコラボレーションによる
新たな魅力の創造

先端企業とコラボレーションしたり、大学と連携したりすることで、子どもが参加できるイベントを開催してはどうか。 ● ● ● 1

企業の社会貢献による地域の人材
育成の推進

企業の協力を得て、ＣＳＲ・社会貢献活動として、地域の次世代の人材育成を図っていくこともよい。 ● ● ● 2

アマチュアの活動の活性化による文
化・スポーツの振興

文化・スポーツでいろいろなスキルを持ったアマチュアの人の活動を活性化するために、市内の公共施設を開放す
ることも考えられる。また、企業にも協力してもらい、企業の施設や協賛を得ることも必要。

● ● ● ● 2

川崎のイメージを上げるためには、国内的にも、世界的にも、産業・研究開発、文化・スポーツの各分野で、「断ト
ツ」のものをつくり上げることが必要。各地域の資源・リソースや人材を活かして、今までの公害のマイナスイメージ
を払しょくしながら、差別化を図っていくことが重要。

● ● ● ● 2

研究開発の特区を集約化・代表化し、世界的にも注目されるようなテーマを発掘し、「川崎モデル」として全国に先
駆けてつくることで、注目を集めることができる。

● ● 2

ホームステイ等の受け入れを促進したり、パラリンピックを契機に障害者・高齢者スポーツの振興やバリアフリー環
境の整備を推進したりすることで、海外や他都市に川崎をアピールすることが重要。

● ● ● ● 1

スポーツや文化等さまざまな分野の全国大会を川崎に誘致して、全国から川崎に足を運んでもらうようにしてはど
うか。

● ● 1

川崎の魅力について、それぞれのライフステージにおける魅力は何か、世界で戦えるレベルの魅力は何か、といっ
た観点で捉えなおすことが重要。

● ● ● ● 3

民間との連携による情報発信の推進
情報発信については、キャッチコピーなどはプロが入らなければよいものはできない。民間のプロと連携した情報
発信を推進し、例えば観光であればツアーをモデル化・パッケージ化して売り込むことなどが考えられる。

● ● 2

PR力を高め、伝える力を持つことが重要。PRする場合、グローバルに海外に対しては他都市と連携して取り組む
一方、国内に対しては他都市と差別化するなど、連携と差別化の両方が必要。またマスメディア向けの取組や、PR
戦略としてターゲット・コンテンツ・媒体という視点も重要。

● ● ● ● 3

市民が情報を受け取る力を持つことも重要で、その意識を育てるためにもマスメディアなどで川崎の魅力を伝えて
いくことは有効。

● ● ● ● 3

4 活力と魅力あふれる
力強い都市づくり

(3)文化・芸術・スポー
ツを活かしたまちづくり

川崎の魅力を活かした「キラキラ感」

川崎の魅力を
発掘・活用す

る

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
分類

グループディスカッションにおける主な意見
重点検討テーマ・

分野
まとめのキーワード

海外や国内の他都市との差別化に
つなげるＰＲ力の向上

情報を「伝える力」と「受け取る力」の
向上促進

「断トツ」のイメージづくり

川崎の魅力を
発信・ＰＲする



川崎市総合計画市民検討会議・第3回全体会 グループディスカッションまとめ H27.3.1
テーマ：「川崎の魅力をどう活かすか」

今ある取組への参加自
分
・
家
庭
で
で
き
る
こ
と

地
域
で
で
き
る
こ
と

行
政
が
や
る
べ
き
こ
と

《
ま
と
め≫

イメージキャラクターの発掘・活用
・ゆるキャラ、代表的著名人の活用、シティカラー（明るい色へのイメージ転換）、
市マークの民間活用促進

先端企業とのコラボ 大学との連携、子どもが参加可能

自然を活用したイベント 音楽フェス、スポーツイベント・環境学習

全国大会の誘致 スポーツ、文化等

海外・他都市へのアピール
・ホームステイ等への受け入れ促進、障がい者・高齢者スポーツやバリアフリーのＰＲ

文芸・スポーツ分野で高い技
能を有するアマチュアが気軽
に展示会・実演会・指導会が開
催できるように市内のあらゆる

公共施設を開放
企業にも協力要請

アマチュアが交流・展示
会しやすいように

アマチュアの活動を
活性化・交流促進

川崎の魅力は何か、捉えなおす
・ライフステージの観点、世界で戦えるレベルの魅力をみつける

既にある魅力を生かす
・音楽 大学・スポーツ・環境や産業集積・エネルギーの取組への市民の積極性

ＰＲ力を高める、伝える力を持つ
・他都市と連携－グローバル、他都市と差別化－国内

・マスメディア向け、大規模（音楽・スポーツ）、ＰＲ戦略（ターゲット、コンテンツ、媒体）

魅力を高めるための改善点も 健康プログラム・美化

市民が情報を受け取る力をもつ
・受け止める力がなければ伝わらない、外（マスメディア）から市民へ伝えることも有効

1G 2G 3G

将来の担い手発掘・育成
技術の伝承

（民間にとってのメリット）

企業の社会貢献を地域
の人材育成に生かす

世界に発信する
研究開発のテーマ確立
（キングスカイフロント）

企業に協力を要請

毎週のようにイベントが行わ
れているので参加する

市民がつくる
エネルギーの取組
（エネルギーの
安全保障）

身近にある資源を使う

環境・エネルギーは重
要なキーワード

・川崎市もさらにすすめ
てほしい

・市民の取組を応援

音大生の練習の場・
イベント、ＰＲ等を
提供する、来てもらう

プロスポーツ
学校教育
への参加

LOHAS（健康づくり）
を川崎の魅力として

ほしい

民
間
で
で
き
る
こ
と

LOHAS
健康

大きく積極的な発信を！

環境
エネルギー

川崎らしいインパクトあるイベントを！

音楽
スポーツ

フロンターレを
日本一に

（順位・観客動員）

東京オリ・パラにあたり
東京 横浜の中心
にありビジネスを広げる

汚いイメージを払しょく
・道路にゴミゼロ
・カラスゼロ

強制力を持ってやるべき

場所を決める
マラソン文化
情報発信する

相続時の寄贈＆
ネーミングライツ

産業都市

住みやすさ

発信力をどうつけるか

産業都市としてのイ
メージアップ戦略を
ハイテク・研究開発

今でも川崎は魅力のある
まちである
・住みやすさ
・仕事がある、など

取組を続ける必要はある
と思う

交通

地下鉄のある市となってほし
い（せめて青写真を）

１．道路のパニックが心配
２．臨海部 ＪＲ川崎 新百合

黒川をつなげる

海外旅行者等の
受け入れ・アピール

家族でのスポーツ
観戦

海外からのホーム
ステイ、仕事の
受入れ

（農業～起業、
産業まで）

市外にいる友人
知人を招待する。

実際に見てもらう、
案内する

産業PRのための
コンテスト

（技術競争を紹介）

企業の特技を
活かしたこども
の大会を開く
（ロボット大会を
含む）

外国人旅行者向け
に旅行代理店を
通じてＰＲ

企業との
コラボレーション

各区に
観光大使を
任命する

シティカラーを
もっと出す
封筒を白に

音楽人、
文化人による
川崎プロ
モーション

自然（多摩川）の活用

大学・企業
とのコラボ

全国大会の誘致

キャラクターの発掘、活用

メインキャラクター
がわかりにくい

各種全国大会を
川崎市で開催する

教育・文化などの
全国大会も

ＨＰのわか
りやすさ
親しみ
やすさ

音楽

イベントへの
スポンサーの提携、
募集とPR提供

イベントホール
お金がかからない
イベントを増やす

若者の夢
キラキラ感

五輪の活用 バリアフリーの
街づくり

（住みやすさを）
障がい者に

やさしいまちづくり

研究者のつながり・
情報発信

大自然を活かした
音楽フェス

多摩川を使った
スポーツ活性化
人を集める
（カヌー）

地域のスポット
をめぐる
ウォーキング
コースで

定期イベント開催

多摩川流域の区の
連帯力をＵＰ

残された資源を起こす

地域のイベント
をしっかり
知らせる

（どこにも告知
されておらず
内輪な感じが
見られた）

市民施設の
誘致

市民の日・
週の土日に
子ども無料
＋民間企業

地域への貢献活動

研究・開発・産業分野
研究開発拠点の集約による
キングスカイフロント

新川崎・創造のもり地区の
ような特区を国際的にも

着目される大規模なレベルに
世界トップクラスの
テーマを確立

ツアーの組み方を
プロに任せては
どうか？

市内の公共施設を
開放

（アマチュアに）

文化・芸術・スポーツ・自然
全国・海外から多数の人が参画・参加
できる定期的・大規模なイベント開催

地下鉄・バスの
距離を長く
周遊させる

観光事業はプロに任せる
コラボレーションする

おすすめ
観光ルートの
パッケージ化

交通分野と連携して
地域資源をつなぐ

川崎モデル
は何か？

情報発信の
仕方の特化

Ex. 市政だより
インターネット

誰に何を伝えた
いかを明確化
（対象によって
広報の仕方を
変える）

ＨＰを楽しく

観光ツアー申込
ＮＥＴ化

（往復はがき）

Net.（特にスマホ）
の利用・活用

観光資源は多い
川崎市に観光課が無い
また、予算が無い

イメージUPになっていない

何のまちにしたい
のかがわからない

「○○のまち」の
イメージや予算別
スポットなどの
資料作成

まちのイメージに
あわせて資源や
イベントを
組み合わせる観光・ＰＲの質・予算を充実させる

ジャンル・予算別スポット紹介
（例：音楽のまち）

医療・介護機関、役所、保健
機関、住民のネットワーク化

ネットの活用
スマホを使いやすく

川崎モデルづくり

開かれた場所が
たくさんできる

知っている人が出
演していれば行く

川崎の一流は人材

便利であることがデメ
リットにならないために
は、つながりが利用を
増やすという手法

市民・人材が資源と
考える

「人材」が川崎No1
の資源

海外の人への
アピール

駅そのもの？
あるものを活かす

市・各区のランドマーク
をポイントにする

産業・研究開発、
文化・芸術、スポーツ、自然
各分野において国内・海外

から注目される
断トツのものを確立

各分野で国内外に
注目される断トツ
のものを確立する

資源も人材も多い
どれに特化するか？
川崎といったら
「何」を作る

川崎は公害の町

対策の結果
環境・ゴミ処理システム

産業のまち
＋環境保護も
セットで

音楽のまちの
実感がない

もっと全国的・世間的
に認められるような
イベントを定常化
させたイメージアップ

が必要

観光事業を民営化！
現在

川崎市観光協会

観光資源のパッ
ケージ化
（海外向け）

研究機関の
大規模化
集約化
特区などを
生かして

グローバル化
外国人へ
川崎を
アピール

（企業と協調）
音楽の街をもっと
大規模に展開
市民参加型で開催

市のマークを
民間に自由に
使ってもらう。

ずっと住みた
い!!著名人、
イメージ
キャラクター
発信

若者定着に
向け全国へ
ゆるキャラ
発信

（夢・あこがれ）

子ども、特に小学
生へのイメージ
刷り込み
（公助：学校、
自助：家庭）

一般市民への開放
学校への出前講座
会社への見学

子どもにとっても将来を考
える上で多様な大人に出

会うことが必要
（子どもにとってのメリット）

まず魅力とする目標
の設定をせよ

（他の市との比較で
ねらいを定めては）

ライフステージごとに
魅力を設定

１．待機児童
２．中学校給食
３．高校・スポーツ学習の
高さ

４．全世代のLOHAS-医療

（マスメディアを使ったＰＲ）

日本一・世界一のイベント
（音楽・スポーツ） 他都市と連携

魅力は何？

差別化も連携も

ライフステージごと
に発信を！

世界で戦えるレベル

コミュニケーション
の機会・場として

これからのチャンス
を生かす

クリーンなまち

知名度！インパクト

スポーツ施設への
アクセス改善

小中学生とスポーツ
選手の交流を
たくさん行う

武蔵小杉で地元
アピール館設置

イメージアップ

川崎の悪い
イメージを消す。
解決をアピール
逆チャンスで

地域のまきこみ方が課題

言語表記を増やす
（外国・障がい）

伝わりやすい
情報発信

色々な言葉で伝える

ターゲットの明確化

今あるランドマーク
の存在を確立

つながりで集客でき
るように仕組みづくり

特にグローバルでは

魅力は既にあるのでは

イメージづくり（断トツ）
・各分野で国内外で着目されるものを確立する、マイナスをプラスに（ex.公害）、
各地区の資源を活かす、人材のつながりを活かす …差別化
・研究機関の活用（特区を活かす）

民間と連携した情報発信
・プロと組んで発信、観光ツアーパッケージ化

アマチュアの活動を活性化 企業の協力、公共施設の開放

企業の社会貢献によって地域の人材育成につなげる
・ＣＳＲ、次世代育成

「川崎モデル」をつくる！ 医療・介護ネットワーク化
目標：若者の夢・キラキラ感
課題：地域全体のイメージの確立（ex.住み易さ）

医療・介護情報ネットワーク
システムを実現

（予防医療・介護・コスト削減）

マイナンバー制度の発足を視野に全
国に先駆ける先端的なモデル


